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人口変化 経済変化 技術変化 社会変化

少子ㆍ高齢化の深刻化

人口減少時代への転換
－

単身及び多文化世帯の増加

経済成長の鈍化及び

低成長時代の継続
－

所得及び消費の二極化

－
中国などアジア経済の浮上

先端技術の発達及び

融・複合化
－

第4次産業革命時代の展開

－
超高速交通・無人技術の発達

QOLの重視

－
消費者ニーズ形態の多様化

－

社会的弱者への配慮の増大



韓国の人口動向及び展望
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出典 : 人口減少時代における地域問題の診断に向けた空間ビックデーターの活用方策研究、
イ・ヨンジュの他 2016

2013年対比

2040年の増減予測

増加地域 29.8%

維持地域 17.3%

減少地域 52.9%

288の市·郡·区のうち、77が消滅懸念地域に分類2031年 5,294万人をピークに持続的に減少

総人口及び人口成長率 (’17 ~ ’67)

出典 : 2017~2067年 将来人口特別推計、統計庁

（万人）

人口成長率

総人口

（2031年）

（2028年）



【 生産年齢人口の構成比の変化 (15～64歳人口基準/統計庁) 】

韓国の人口動向及び展望
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【 新生児数及び死亡者数 (統計庁) 】

人口減少の
原因 仕事·家庭の両立が難しい

良質の育児インフラ不足

社会的

結婚観の弱化
子供観の変化

価値観の変化

子育て費用(保育費、私教育費の負担) 
結婚·出産年齢層の雇用·所得の不安定

経済的

2015年 2045年

出生 死亡 自然増 以上

未満

66万人

35万人
48万人

63万人

74万人

42万人（’85年）

5万人（’17年）

0（’19年）

－36万人（’45年） －53万人（’67年）

24万人 29万人

33万人
27万人 21万人
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少子化の未来社会に対するリスク

社会保障の負担人手不足の国に転換

人手受給予測 国民年金
基金積立金の推移

（千人） 生産年齢人口（15～64歳）

核心労働人口（25～49歳）

2500兆

1500兆

500兆

‐500兆
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少子化の未来社会に対するリスク

全国中·高生数の減少兵力資源不足

入隊可能人口
中高生の人口

35.9万

22.8万

35万

30万

25万

20万

464万

321万

385万
393万



大邱市の現況
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大邱市の一般現況

基本現況

面積 883.52㎢
全国の0.9％、GB 401．16㎢（45.4％）

人口 2,447千人
全国の4.7％、’19年8月基準

行政区域 7区、1郡、130洞（6邑、3面）

行政組織 機関 ：2室、11局2本部82課
公務員 ： 13,379人（市6,076/区・郡7,303）

財政現況

千人

予算規模 （′19年2回補正予算基準）

市 8兆8，859億ウォン – 一般会計 6兆7,054、特別会計 2兆１，805
区・郡 4兆 7,289億ウォン – 一般会計 4兆6,421、特別会計 868
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大邱市の経済

地域経済現況

経済活動人口 （‘19年 8月）

1,270千人
全国 28,216千人の4.5％

GRDP （‘17年）

54兆 8,330億ウォン
全国 1,840兆 3,489億ウォンの2.97％

製造業者数 （‘17年10人以上）

3,312
全国 69,458の4.8％

建設業 農林・漁業

鉱・製造業

サービス業・その他

産業構造

（’17年、％）
（GRDP基準)
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釜山

ソウル

済州

大邱~済州
60分

ソウル~大邱
100分

大邱~釜山
40分

9ヶ国 25路線
【 日本路線 】

東京、大阪、福岡、札幌、沖縄

港湾 : 浦項、迎日湾港

航空 : 大邱国際空港

地理的条件及びアプローチ性

沖縄

東京

大阪

福岡

130分

70分

65分

110分

札幌

大邱

150分

※ 2019. 10. 31. 現在大阪、札幌、沖縄路線は運休中
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韓国産業化の心臓部

亀尾 (電子)

浦項 (鉄鋼)

大邱 (繊維)

グローバル企業の発源地

1938年 三星商会(ビョルピョ麺)からスタート
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仏教
華厳、和諍思想

(包容、他人の価値を認める)
生理学、官吏精神

(三綱五倫、守るべき条理)
人乃天

(人乃天、人すなわち天なり)

儒教 東学

精神文化と思想の都市

護国精神、民主精神
(国債報償運動、2∙28民主運動)

近代文化

大邱は韓国の歴史的な節目ごとに民族精神を高めた地域」



大邱市の人口動向及び展望
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大邱市の人口構造の変化
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大邱市の人口変化
(千人)

大邱市の出生率及び新生児数
(人)

大邱市の高齢化率
(%)

10.9%

12.2%

13.2%

14.7%

2012年 2014年 2016年 2018年

1,295 

1,889 

2,290 

2,524 2,512 2,462 

1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2018年

2000年 253万人をピークに
引き続き減少傾向

2018年から高齢社会への進入
2019年から

人口の自然減がスタート

21,472 
19,361 

18,298 

14,400 

1.217% 1.169% 1.186%
0.987%

0.000%

0.500%

1.000%

1.500%

2.000%

2.500%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2012年 2014年 2016年 2018年



大邱市の人口流出現況
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20~24歳 25~29歳 30~34歳 35~39 40~49 50~59 60 以上15~19

47.0% 43.2%

32.0%

働き先がない
事業がしにくい

40~49歳 50~59歳 60歳以上20~24 25~29 30~34 35~3915~19

26.5%

47.1%

54.5%

都市から抜け出し
田園生活のために

人口

全体の49.5%

企業本社

1000大企業のうち
73.6%

事業体数

全国事業体数の
47.3%

GRDP

50.3%

預金

預金額全体の
69.2%

地方税

収入の54.7%

国税

収入の55.1%

首都圏

257 127 118 106
155

93
142

2006年 2008年 2010年 2012年 2014年 2016年 2018年

首都圏集中の深刻化人口流出の現況と原因

首都圏の面積は国土の11.8%に過ぎず



大邱市の人口構造の展望
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2017年つぼ型から
2047年逆ピラミッド型へ変化すると予想

人口構造の変化人口構成比の変化

12.8%
10.5% 9.2% 9.3% 9.1%

73.5%

68.4%

59.6%

52.3% 51.2%

13.7%

21.1%

31.2%

38.4% 39.7%

2017年 2025年 2035年 2045年 2047年

生産年齢人口 (15~64歳)

22.4% 「減少」

老年人口 (65歳以上)

26% 「増加」

年少人口 (0~14歳)

3.6% 「減少」

2017年 2047年
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人口流入のために優先すべき政策 : 雇用拡大 74.9%

少子化を克服するために優先すべき政策 : 雇用拡大 > 育児支援 > 出産支援 > 教育費及び

仕事と家庭の両立

【 人口流入政策 】 【 少子化克服政策 】

政策アンケート結果 (専門家、公務員 400人を対象)

雇用拡大 住居の安定化/住宅供給
の拡大

優秀な小·中·高校など
公教育の競争力強化

74.9

10.3

5.3

61.4
54.0

雇用拡大 育児支援 出産支援 教育費負担の軽減 仕事と家庭の
両立文化の拡散

住居安定及び
新婚夫婦への住宅支援拡大

19.3

18.5

13.2
11.4

10.1

7.9

20
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産業構造の革新と革新人材育成

先端医療 エネルギー

ロボット
未来型自動車

スマートシ
ティ

水

革新人材育成

先端医療産業の育成
Medi cityとして位置付
け

クリーンエネルギーによる
エネルギー自立都市の構築

韓国におけるロボット産業先導都市

大邱・慶北革新人材育成（Hustar）
プロジェクトの推進

スマートシティの造成

グローバル水産業ハブ都市の造成

未来型自動車の生産・普及
先導都市への跳躍



人口流入の活性化

大邱市民づくり

少子化の克服

結婚及び出産環境づくり

高齢化の
ソフトランディング

50+ 人生二毛作
支援センターの設置

人口変化の対応

人口構造
対応型産業育成

良質の雇用基盤の拡充
お世話サービス及び子育

て支援の強化
市場型

高齢者雇用の拡大
最適化した

都市空間づくり

魅力ある
都市環境づくり

教育及び
仕事と家庭の両立支援

元気で健康な老後保障
ダウンサイジングに備えた
教育/行政システムの改革

人口政策総合計画の樹立

22
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市民参加の協治市政

市民が直接参加する大規模の討論会

「市民円卓会議」

大邱市の
主な懸案

社会的
コンセンサス

• 計17回開催

• 市民円卓会議の定例化

• 市民参加、疎通、協治のアイコンと
して位置付け

反映額

2019年

150
億ウォン

2015年

73
億ウォン

参加委員

2019年

100
名

2014年

10
名

申込件数

2019年

2,436
件

2015年

821
件

• 計104ヵ所を訪問、懸案建議428件

民生現場及びテーマ別現場疎通市長室の運営

現場目線でみる

現場で聞き入れ、
答えを求める

問題解決

住民参加の予算拡大 市民円卓会議の開催 現場疎通市長室の運営



光州

大
邱

慶尚
北道

ソウル

大邱慶北
共生協力

42の共生協力課題

月光同盟
共生協力

30の共生協力課題
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広域協力による南部圏の経済コミュニティの構築
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「地方自治実施から24年」、実質的な自治権は微弱

自治立法

自治組織

自治財政

自治警察制の導入 大学分権 事務移譲
中央地方協力会議

の設置

地方の力が国の力になる
分権の進んだ、バランスのとれた韓国の実現に向け努力

現在国会に棚上げされている
地方分権関連の法律案の迅速な成立に向けた努力

自治分権を通じた真の地方時代の実現



ありがとうございました。


